
中根 久治 議員

問

答

学区公共施設で
文化財展示を

その考えはない
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町
内
か
ら
出
土
し
た
貴
重
な

文
化
財
の
多
く
が
町
外
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
保
護
の

姿
勢
を
問
う
。

 
町
内
の
県
指
定
文
化
財
は

深
溝
断
層
１
件
の
み
だ
。
町

の
指
定
文
化
財
に
対
す
る
姿

勢
は
。

　

教
育
部
長　

地
域
の
歴

史
を
考
え
て
い
く
上
で
、
重

要
な
資
料
で
あ
り
、
極
め
て

重
い
も
の
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

 

日
向
山
古
墳
は
30
年
間
、

仮
保
管
処
置
の
ま
ま
、
今
後

の
在
り
方
は
。

 

所
在
地
が
民
地
で
あ
る
の

で
、
積
極
的
な
整
備
が
で
き

な
い
。
今
後
も
仮
保
管
措
置

の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

 

町
内
に
存
在
し
た
馬
乗
二

号
墳
は
蒲
郡
市
で
大
切
に
さ

れ
て
い
る
。
移
設
さ
れ
た
い

き
さ
つ
は
。

 

遺
失
物
は
、
発
掘
者
が
保

存
管
理
で
き
る
と
い
う
通
例

　

町
内
に
は
70
近
い
遺
跡
や
古

墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
地
元

で
出
土
し
た
も
の
は
地
元
で
展

示
す
る
こ
と
が
郷
土
愛
に
つ
な

が
る
。
学
区
郷
土
歴
史
館
設
置

の
考
え
を
問
う
。

 

広
坪
遺
跡
に
ア
カ
ホ
ヤ
火

山
灰
※
の
堆
積
が
確
認
さ
れ

た
と
聞
く
。
広
く
町
民
に
公

開
は
可
能
か
。

　

教
育
部
長　

受
け
入
れ

態
勢
が
整
え
ば
、
子
ど
も
達
、

歴
史
好
き
な
人
に
見
て
も
ら

う
機
会
を
考
え
る
。

 

東
光
寺
遺
跡
か
ら
は
永
楽

通
宝
な
ど
44
枚
の
銅
銭
が
出

土
し
た
。
公
開
さ
れ
た
い
。

 

幸
田
の
人
に
見
て
も
ら
う

の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
が
、

受
け
入
れ
態
勢
が
、
ま
だ
で

き
て
い
な
い
。
県
で
管
理
し

て
い
る
。

 

文
化
庁
も
出
土
遺
品
の
展

示
・
公
開
を
求
め
て
い
る
。

地
区
集
会
所
に
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
、
学
区
郷
土
歴

史
館
と
す
る
構
想
は
。

 

発
想
と
し
て
は
共
感
で
き

る
が
、
地
元
に
ス
ペ
ー
ス
と
、

手
間
を
か
け
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
考
え
は

な
い
。

※
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰

　

縄
文
時
代
に
噴
火
し
て
降
り

積
も
っ
た
火
山
灰

が
あ
る
。
馬
乗
二
号
墳
を
発

掘
し
た
蒲
郡
で
管
理
し
て
い

る
。

 

東
光
寺
周
辺
に
は
か
つ
て

城
が
あ
っ
た
と
の
伝
聞
が
あ

る
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確

認
は
得
ら
れ
た
か
。

 

櫓や
ぐ
ら
し
た
下
、
天
白
、
城
な
ど
、

推
察
さ
せ
る
よ
う
な
小
字
名

が
幾
つ
か
あ
る
。
想
像
で
は

あ
る
が
、
多
分
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

指
定
文
化
財
に
対
す
る
町
の
姿
勢

極
め
て
重
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る

問

答

整備されている馬乗二号墳

一 般 質 問



●平成29年10月26日 幸田町13

伊與田 伸吾 議員

　

新
興
住
宅
地
区
内
の
居
住
者

相
互
間
の
交
流
を
深
め
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
か
ら
も
、
高

力
相
見
地
区
の
よ
う
な
公
園
管

理
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
を
問
う
。

 

都
市
公
園
条
例
で
定
め
る

公
園
の
数
は
。

　

建
設
部
長　

都
市
計
画

課
所
管
の
公
園
が
25
カ
所
、

生
涯
学
習
課
所
管
の
深
溝
運

動
公
園
と
、
と
ぼ
ね
運
動
公

園
の
２
カ
所
あ
る
。

 

公
園
の
規
模
や
形
態
は
さ

ま
ざ
ま
。
管
理
の
現
状
は
。

 

５
カ
所
は
近
隣
住
民
個
人

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体

が
軽
作
業
を
、
そ
れ
以
外
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
る
。

 

管
理
委
託
契
約
の
内
容
は
。

 

個
人
や
団
体
へ
の
委
託
費

は
、
合
計
で
１
３
５
万
２

　

４
８
０
円
、
そ
れ
以
外
は
、

　

合
計
で
１
９
７
５
万
５
１
７

　

１
円
で
あ
る
。

 

区
画
整
理
事
業
の
完
了
し

た
高
力
相
見
地
区
で
は
、
地

区
住
民
か
ら
申
し
入
れ
し
、

町
と
公
園
管
理
契
約
を
結
び
、

地
域
の
環
境
美
化
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
　

こ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

公
園
管
理
を
地
域
住
民
に
任

せ
て
は
。

 

維
持
管
理
体
制
の
見
直
し

も
含
め
、
地
域
に
あ
っ
た
よ

り
よ
い
公
園
の
管
理
手
法
を

研
究
・
検
討
を
し
て
い
く
。

　

災
害
応
急
対
策
や
復
旧
・
復

興
に
あ
た
っ
て
は
、
幸
田
町
地

域
防
災
計
画
に
掲
載
あ
る
が
、

町
内
建
設
業
組
合
の
協
力
が
必

要
と
な
る
。

　

平
常
時
か
ら
の
町
内
建
設
業

者
育
成
配
慮
を
問
う
。

 

防
災
計
画
は
、
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
も
想
定
の

範
囲
内
か
。

　

総
務
部
長　

愛
知
県
防

災
会
議
に
て
示
さ
れ
た
、
本

町
の
被
害
想
定
に
対
応
で
き

る
。

 

災
害
時
、
職
員
は
役
割
を

認
識
し
、
的
確
な
判
断
が
必

要
。
防
災
訓
練
以
外
に
機
会

は
何
が
。

 

防
災
講
話
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
、
災
害
対
策

研
修
に
参
加
。
本
年
度
、
業

務
継
続
計
画
を
策
定
す
る
。

 

災
害
時
に
協
力
を
求
め
る

町
内
建
設
業
者
は
、
平
常
時

か
ら
育
成
配
慮
が
必
要
と
な

る
が
現
状
は
。

 

一
般
競
争
入
札
参
加
事
務

取
扱
要
領
で
、
土
木
４
０
０

　

０
万
円
、
建
築
３
０
０
０
万

円
、
管
・
水
道
施
設
１
０
０

　

０
万
円
未
満
の
工
事
は
、
参

加
資
格
者
を
町
内
業
者
な
ど

と
し
て
い
る
。

 

今
後
、
町
内
建
設
業
者
の

育
成
を
ど
う
考
え
る
。

 

健
全
な
業
者
育
成
に
継
続

し
て
取
り
組
む
。

公園管理を地域住民に任せては問

管理手法を研究・検討していく答

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

地域で管理の蒲
がま

原
はら

公園（相見地区）

一 般 質 問

問

答

町内建設業者の
育成の考えは

健全な業者育成
に取り組む


